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戦 評  

 香港(HKG)スローオフで試合開始。前半、一線の組織的な DF から相手のミスを誘

い、速攻で得点を重ねる韓国がゲームの主導権を握る。対する香港は⑰CHAN のミド

ルシュートや㉓NG のロングシュートで応戦する。また、高さを活かした DF で韓国

の攻撃を防ごうとするが、攻守ともに優勢な韓国の攻撃を守り切ることができない。

前半終盤、韓国はオールコートマンツーからの速攻でさらに得点を重ね、２３－７

の韓国リードで前半を折り返す。 

 後半も韓国は攻撃の手を緩めない。㉔LEE の巧みなゲームメイクから㉝KIM とのコ

ンビのカットインやミドルシュートなどでさらに得点を重ねる。追いつきたい香港

も㉞CHOU のポストシュートや㉖OR のカットインで粘りを見せるが、なかなか点差を

縮めることができない。終盤香港は７人攻撃を仕掛けるもミスが目立ち、常に試合

を優位に進めた韓国が危なげなく勝利した。 

 

 

 

 


